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We performed zircon U–Pb isotopic analyses of orthogneisses from Austhovde in the Lützow-Holm Complex (LHC), East 

Antarctica, and obtained felsic magmatic ages of ca. 1.8 Ga for the first time from the LHC. Similar Paleoproterozoic 
magmatic age has also been obtained for an orthogneiss from Telen in the complex. Similar ca. 1.8 Ga ages have been reported 
from the Highland Complex, Sri Lanka (Santosh et al., 2014), which further suggests the correlation of the LHC with the 
Highland Complex. We also obtained high-grade metamorphic ages of 630-550 Ma, which is consistent with previously 
reported metamorphic zircon ages of the LHC (e.g., Shiraishi et al., 1994, 2003, 2008; Tsunogae et al., 2015, 2016). Therefore, 
our results indicate that Austhovde and Telen regions correspond to parts of volcanic arc formed by Paleoproterozoic (ca. 1.8 
Ga) arc magmatism, and subsequently underwent granulite-facies metamorphism during the Gondwana assembly (630-550 
Ma), suggesting that the LHC is a collage of several crustal fragments formed during Paleoproterozoic (ca. 1.8 Ga) arc 
magmatic event, as well as Neoarchean (ca. 2.5 Ga) and Early Neoproterozoic (ca. 1.0 Ga) magmatisms.  
 
東南極リュツォ・ホルム岩体（LHC）は、ゴンドワナ超大陸集合時の付加‐衝突イベントによって形成された

様々な新原生代の高度変成岩より成る。岩体の変堆積岩や変塩基性岩に対する過去の岩石学的研究は、北東（角

閃岩相）から南西（グラニュライト相）へと変成度が上昇することを示した（Hiroi et al., 1991; Tsunogae et al., 
2015）。岩体からの最近の岩石学的、地質年代学的データは、LHC が複数の沈み込みや付加、衝突を通じて発達

した新始生代（約 2.5 Ga）と新原生代初期（約 1.0-0.85 Ga）の火山弧や微小大陸の寄せ集めであると示唆している

（Shiraishi et al., 1994, 2003, 2008; Suda et al., 2008; Tsunogae et al., 2015, 2016; Kazami et al., 2016 等）。しかしながら、

岩体西部のアウストホブデ地域周辺の詳細な研究は未だ行われておらず、正片麻岩の火成年代も得られていない。

そこで本研究では、アウストホブデ地域に産するグラニュライトの新たな岩石学的、鉱物学的、地質年代学的デ

ータを提示する。 
 アウストホブデ地域の主要な岩相は、チャノッカイト（石英＋カリ長石＋斜長石＋黒雲母＋斜方輝石±柘榴石

±単斜輝石）、珪長質正片麻岩（石英＋斜長石＋カリ長石＋黒雲母±柘榴石）、中間質正片麻岩（斜長石＋黒雲

母＋石英＋パーガス閃石±斜方輝石±単斜輝石±カリ長石）、苦鉄質グラニュライト（斜長石＋斜方輝石＋単斜

輝石±パーガス閃石±黒雲母±柘榴石±石英）、変超苦鉄質岩（単斜輝石＋パーガス閃石＋斜長石±斜方輝石±

黒雲母）、泥質片麻岩（柘榴石±石英±黒雲母±カリ長石±斜長石±珪線石±スピネル‐磁鉄鉱±パーガス閃

石）、柘榴石‐黒雲母片麻岩（柘榴石＋黒雲母＋斜長石±カリ長石±磁鉄鉱‐チタン鉄鉱±斜方輝石±単斜輝石

±スピネル）、珪岩（石英±黒雲母±カリ長石±斜長石±珪線石±柘榴石）、マーブル（方解石＋菱苦土石＋橄

欖石＋蛇紋石＋黒雲母）、石灰珪質岩／スカルン（単斜輝石±柱石±斜長石±角閃石±石英±チタン石±黒雲母

±橄欖石±方解石±苦灰石±菱苦土石）、貫入花崗岩／ペグマタイト（石英＋カリ長石＋斜長石±黒雲母±斜方

輝石±単斜輝石）である。Tsunogae et al. (2016) は、柘榴石含有苦鉄質グラニュライト（変斑糲岩）のピーク変成

条件を地質温度圧力計を用いて 7.3-7.5 kbar・810-830°C と推定した。ピーク変成作用の後、時計回りの温度圧力経

路に沿って等温に近い減圧過程を経たと考えられるが、これは柘榴石周囲の減圧組織（斜方輝石＋斜長石のシン

プレクタイト）によって裏付けられる。この温度圧力データは、LHC の他の地域からのデータと矛盾がないが、

LHC で最高変成度の地域に相当するルンドボークスヘッタからのデータよりは僅かに低い。 
 アウストホブデ地域に産する正片麻岩の地球化学的データは、苦鉄質グラニュライトの原岩が火山弧玄武岩と

E-MORB の両方であるのに対して珪長質～中間質正片麻岩の原岩が火山弧花崗岩であることや、これらの原岩が

分別結晶作用によって形成されたことを示唆する。 
 今回アウストホブデ地域に産する正片麻岩のジルコン U-Pb 年代測定を行ったところ、古原生代（約 1.8 Ga）の

火山弧火成作用がリュツォ・ホルム岩体より初めて得られた。さらに、岩体中央部に位置し、Shiraishi et al. (1994) 
によって変堆積岩中の砕屑性ジルコンから約 1.0 Ga の SHRIMP ジルコン U–Pb 年代が報告されているテーレン地

域に産する正片麻岩からも古原生代（約 1.8 Ga）のジルコン U-Pb 年代が得られた。この年代は Santosh et al. 



 

 

(2014) によってスリランカのハイランド岩体に産する柘榴石チャノッカイト中のジルコンから、upper intercept age
として報告されており、リュツォ・ホルム岩体とハイランド岩体との関連性を示唆する。また、アウストホブデ

地域・テーレン地域共に 630-550 Ma の変成年代が得られたが、過去の研究結果と矛盾しない（Shiraishi et al., 1994, 
2003, 2008; Suda et al., 2008; Tsunogae et al., 2015, 2016; Kazami et al., 2016 等）。 
以上のことから本研究の結果は、アウストホブデ及びテーレン地域の原岩が古原生代（約 1.8 Ga）の火山弧火成

作用によって形成された火山弧の一部に相当し、その後のゴンドワナ超大陸集合時（630-550 Ma）にグラニュライ

ト相の変成作用を受けたことを示唆しており、リュツォ・ホルム岩体が新始生代（約 2.5 Ga）と新原生代初期（約

1.0 Ga）のみならず、古原生代（約 1.8 Ga）の火山弧をも含むいくつかの地殻ブロックの寄せ集めであることを示

唆する。 
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